
船舶事故調査報告書 

平成２９年７月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２８年１２月２５日 １６時３０分ごろ 

発生場所 長崎県対馬市大野埼西方沖 

 小茂田
こ も だ

港沖防波堤北灯台から真方位２９０°３.７海里付近 

 （概位 北緯３４°１５.３′ 東経１２９°０７.１′） 

事故の概要  漁船大福
だいふく

丸は、南西進中、また、プレジャーボート翔 流
しょうりゅう

は、漂泊

中、両船が衝突した。  

事故調査の経過 平成２８年１２月２６日、調査を担当する主管調査官（門司事務所）

を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 大福丸、６.６トン 

   ＮＳ２－１６８５２（漁船登録番号）、個人所有 

Ｂ プレジャーボート 翔流、５トン未満（全長５.３７ｍ） 

   ２９０－４６９３９長崎、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 船首部に擦過傷 

Ｂ 左舷船尾部に破口、船外機の脱落 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北東、風速 約１.２m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、自動操舵として漁場に向けて南

西進していた。 

船長Ａは、船首浮上により船首方に死角を生じていたものの、疲れ

ていたので舵輪後方の椅子に腰を掛けていたところ、衝撃を感じて主

機を中立運転とした。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、船外機を停止し、シーアンカー

を船首から投入して船首を北東方に向けていた。 

船長Ｂは、船尾で釣りをしていたところ、左舷船首方からＢ船に向

かって来るＡ船を認めた。 

船長Ｂは、Ａ船に手を振って合図したので、Ａ船が針路を変えるも

のと思っていたものの避ける様子がなく、シーアンカーのロープを切

り、船外機を始動して前進としたが、間に合わなかった。 

Ｂ船は、Ａ船と衝突して右舷側に転覆した。 

 船長Ｂは、笛付きの救命胴衣を着用していた。 

分析  Ａ船は、船長Ａが、船首浮上により生じる船首方の死角を補う見張



りを行っていなかったことから、前路で漂泊中のＢ船に気付かず、Ｂ

船と衝突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、船長Ｂが、Ｂ船に向かって来るＡ船に手を振って合図した

のでＡ船が針路を変えるものと思い、衝突を避けるための動作が遅れ

たことから、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船が南西進中、Ｂ船が漂泊中、船長Ａが船首方の死角

を補う見張りを行っておらず、また、船長Ｂが衝突を避けるための動

作が遅れたため、両船が衝突したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船首が浮上して死角が生じる場合、船首を左右に振るなどして死

角を補う見張りを行うこと。 

 ・漂泊中においても、接近する他船の動向に注意し、必要に応じて

適切な時機に衝突を避けるための措置を講じること。 

 


